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1. 研究背景 

 大量の英文書が収録されたコーパスが，主に

自然言語研究で利用されている．従来，コーパ

スに収録される英文書は，紙媒体が中心であり，

自然言語研究者は，語の用法やコロケーション

の研究[1]を手作業で行っていた．しかし，手作

業による語彙の計測は，研究者への作業負担が

大きく，その結果を正確な数値として議論に用

いることができなかった． 

 情報技術の発展に伴い，コーパスの電子化が

進んだ．これにより，コーパスには，英文書に

加え，単語の品詞情報などの付加的な情報であ

る属性情報が保持されるようになった．電子化

されたコーパスは，コンピュータによる正確な

解析が可能となったことで，定量的な議論が可

能となり，自然言語研究が発展した．これによ

り，これまで主に自然言語研究で用いられてい

たコーパスが，外国語学習や外国語教育といっ

た分野へ応用されるようになった[2]． 

 本稿では，コーパスを解析するシステム（コ

ーパス解析システム）に対して考察を行う．さ

らに，その考察を踏まえ，リレーショナルデー

タベースである PostgreSQL(RDBMS)を用いた新し

いコーパス解析システムとして，自然言語研究

や学習，及び教育の支援を目的としたシステム

(支援システム)の提案を行う． 

 

2. 研究目的 

 コーパスに対する解析は，主に英文書や属性

情報に対して行われる．研究者は，研究目的に

応じて独自のフォーマットでコーパスを構築し，

コーパス解析システムもそのフォーマットに従

って開発される．そのため，コーパス解析シス

テムは，フォーマットが異なる属性情報に対し 

 

 

 

 

 

て解析を行うことが難しい．コーパスを用いた

研究では，他者のコーパスは貴重なデータソー

スとなり，研究者間での共有が求められる．ま

た，解析対象となる属性情報は，単一の属性情

報が主に単語に対して付与される．しかし，属

性情報を単語だけではなく，文や熟語といった

英文書の構成要素に対して付与でき，さらに研

究者による任意の複数の属性情報を扱うことが

できれば，コーパスを学習支援や教育支援とい

った分野に応用することが可能となる． 

 

3. 現状のコーパス解析システムの考察 

 コーパス解析システムは，解析対象となるコ

ーパスで用いられている単一の属性情報のみ解

析を行うことができる．そのため，異なる属性

情報に対して解析を行うことができず，コーパ

スの共有が難しい．しかし，狭い分野を対象と

した研究では，解析対象となる英文書や属性情

報といったデータソースの収集が難しく，他の

研究者が用いているコーパスの共有が望まれる． 

また，学習支援や教育支援を考えると，英文

書の構成要素に対する属性情報の付与が求めら

れる．しかし，現状のコーパス解析システムで

は，主に単語に対して属性情報が付与され，英

文書の構成要素である文や熟語といった対象に

付与することが難しい．さらに，付与する属性

情報は，単一の属性情報しか扱えず，研究目的

に応じて，複数の属性情報を使い分けて付与す

ることができるコーパス解析システムは少ない．

このような問題を解決するには， DataBase 

Management System(DBMS)による英文書と属性情

報の柔軟な管理が必要となる． 

 

4. 新しいコーパス解析システムの提案 

 新しいコーパス解析システムとして，RDBMS を

用いた支援システム(図 1)を提案する．支援シス

テムでは，コーパスに収録された英文書と属性

情報を蓄積するフォーマットを統一することで，

研究者間でのコーパスの共有化を行う．また， 
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図 1 支援システムの全体像 

 

本来，階層構造を持つ英文書の管理には，階層

型データベースが適している．しかし，学習支

援や教育支援といったコーパスの応用を考える 

と，英文書の構成要素に対して，任意の複数の

属性情報の付与が求められる．そこで，英文書

の構成要素や複数の属性情報の管理には，リレ

ーションを用いることで柔軟に管理することが

できる RDBMSを採用する．また，RDBMSを用いる

ことで，英文書に対して複数の属性情報を関連

付けることが可能となる．支援システムは，こ

の RDBMS を中心に，データソースを蓄積する部

分である Corpus Building Package(CBP)と，

RDBMS に対して解析を行う部分である Corpus 

Analyzing Package（CAP）によって構成される． 

 

4.1 Corpus Building Package 

CBP(図 2)は，支援システムの中心である

RDBMS に英文書と属性情報の蓄積を行う．コーパ

ス解析では，他者のコーパスに対して解析を行

えることが求められる．そのため，支援システ

ムでは，既存のコーパスを蓄積するアプリケー

ションとして Corpus Decoder を提供する．また，

既存するコーパスに収録された英文書以外にも，

利用者は自由に解析を行う英文書のコンテンツ

を選択できることが求められる．そこで，紙媒

体の書籍や WEB 上の英文テキストといった

PlainTextを RDBMSへ蓄積するアプリケーション

として Line Formatter(LF)を提供する． 

Corpus Decoderや LFによって蓄積された英文

書に着目すると，既存コーパスには他者によっ

て属性情報が既に付与されており，PlainText に

は属性情報が付与されていない．利用者の要求

を考慮すると，他者が定義した属性情報ではな

く，自身が必要とする属性情報を新たに定義し，

英文書に対して再付与できることが望まれる．

また，PlainTextのような属性情報を持たない英 

 
図 2 Corpus Building Package 

 

文書には，属性情報を付与する枠組みが必要と

なる．そこで，支援システムでは，利用者によ 

る 自 由 な 属 性 情報の定義を可能とする

Attribution Maker と，RDBMS に蓄積された英文

書と属性情報の対応付けを行う Attribution 

Linkerを提供する． 

 

4.2 Corpus Analyzing Package 

 CAP は，RDBMS に収録された英文書や属性情報

に対して，語の共起関係や品詞の連鎖関係など

の検索を行う．このような検索結果に対して，

二次的な加工を行うアプリケーションを用意す

ることで，中学英語で用いる熟語を含む英文抽

出などの学習支援を行うことができる．さらに，

テスト問題の配布や収集といった枠組みを提供

することで，教育支援への利用も可能となる． 

 

5. まとめ 

 本稿では，現状のコーパス解析システムへの

考察を行い，問題点を上げた．さらに，考察か

ら得た問題点を踏まえ，新しいコーパス解析シ

ステムとして，RDBMS を用いた支援システムにつ

いて論じた．支援システムにより，コーパスの

共有が可能となり，利用者による任意の複数の

属性情報を英文書の構成要素に対して付与でき

ると考える． 
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